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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめて下さい。) 
励起一重項(S1)と励起三重項(T1)のエネルギー差(ΔEST)が小さく可視光に吸収を有する金属錯体をドナー(D)とし

て、ΔEST が大きく可視域に吸収を示さない平面性の重水素置換縮環芳香族をアクセプター(A)として、これらを非晶性
のヒドロキシステロイドにドープした非晶性ホストゲスト材料からなる薄膜を作製した。 
この材料に可視光を照射すると、その光は Dに吸収され、その後 Dから Aへの三重項三重項エネルギー移動により

Aの三重項励起子が形成された。その形成された Aの三重項励起子は非晶性のヒドロキシステロイドの剛直性や分子
間水素結合による運動性の低下に伴い、1 秒以上の寿命を示した。その長い寿命が故に、可視光の照射光強度が増
加していくと、Aの三重項励起子が材料中に蓄積した。具体的には 100 mW/cm2のパワーで 10-3 M以上の Aの三重項
励起子の蓄積が可能であった。その蓄積された A の三重項励起子は、可視光に対して大きな吸光係数を示すため
に、蓄積とともに材料の可視域での吸光度が大きく増加した。このような非コヒーレント連続光下での照射光強度の増
加にともなう吸光度の上昇といった非線形吸収効果はこれまでに類がない結果である。 
しかし、照射光の強度が増加して Aの三重項励起子が材料中に高濃度で蓄積されていくと、その蓄積された Aの三

重項励起子同士が拡散して衝突して消滅するといったことや、Aの三重項励起子が次に生じるべき Dから Aへのエネ
ルギー移動を阻害するといった現象が生じるために、吸光度の増加が飽和するということが材料中で生じていること
が明確になった。より弱い光で大きな吸光度の上昇を達成するためには、上記の 2 つの効果を抑制するような材料シ
ステムを材料中に盛り込む必要があり、D と A が化学的に近距離に連結した色素を非晶性のヒドロキシステロイドにド
ープした材料がその解決策の一つの候補として挙げられる。 
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欧文概要 ＥＺ 
In materials showing reverse saturable absorption (RSA), the optical absorbance increases as the power of the light 

incident on them increases. To date, RSA has only been observed when very intense light sources, such as 

short-pulse lasers, are used. Here, we show that hydroxyl steroidal matrices embedding properly designed aromatic 

molecules as acceptors and transition-metal complexes as donors exhibit high RSA on exposure to weak incoherent 

light at room temperature and in air. Accumulation by photosensitization of long-lived room-temperature triplet 

excitons in acceptors with a large triplet–triplet absorption coe_cient allows a nonlinear increase in absorbance also 

under low-power irradiation conditions. As a consequence, continuous exposure to weak light significantly decreases 

the transmittance of thin films fabricated with these compounds. These optical limiting properties may be used to 

protect eyes and light sensors from exposure to intense radiation generated by incoherent sources and for other 

light-absorption applications that have not been realized with conventional RSA materials. 

 


